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　あなたは職員室で気持ちよく仕事をしているでしょうか。
　教師が集まるような会議や研修会では、よく職員室の人間関係が話
題にされます。

「職員室では仕事をしたくないから、放課後はずっと教室にこもって
いる」
「教室がひどい状況になって、授業にTT（チームティーチング）で
入ってくださるようにお願いをしたら、面倒くさそうな顔をされた」
「飲み会がまったく楽しくない」
「『それは自分の仕事じゃないから』といって、担当の仕事以外をまっ
たくしようとしない人がいる」
「学年打ち合わせの確認事項も、カリキュラムもまったく無視して、
好き勝手に指導する先生がいて困る」
「給湯室に私が行くと、さあっとみんないなくなる」

　これらは、私が実際に見聞きした話です。しかも、若い先生だけが
こうした職員室の人間関係に対する悩みを口にするかといえば、そう
ではありません。
　ベテランの教師はもちろん、屈強そうな男性教員までも人間関係の
悩みを口にします。
　一方、まったく別の話を聞くこともあります。
　ある初任者は私に次のような話をしてくれました。
「自分のクラスは、運動会の頃（6月前半）にはもう大変な状況でし
た。いうことを聞かないし、授業中なのに、廊下に飛び出す子どもも
いました。でも、フリーの先生方が、そういう子どもの相手をしてく
れて、教室に戻してくれたんです。放課後は教室に先輩の教師が来て
話を聞いてくれましたし、時々は飲みに誘ってももらいました。だか
ら、なんとか３月までやってこられました。周囲の先生方に本当に救

 ●はじめに
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われました」

　この話に対して、私は次のように応えました。
「それはねえ、先生の才能でもあったんだよ。悩んでいる初任者はいっ
ぱいいるの。でもね、実際には助けてもらえる先生とそうではない先
生がいるの。先生は、周りに『なんとかしてあげたい』と感じさせる
先生だったんだよ。教師の中にはさあ、先生のように周囲から助けら
れて本来の力を出し切れる人もいれば、本当は力があるのに人間関係
でつまずいて、力を出し切れない人もいるんだよ」

　本書のポイントはまさにこの点につきます。周囲から見て「なんと
かしてあげたい」と感じさせる自分になること。つまりは、愛される
自分になるということです。
「愛される自分になる」というと、なにか媚びを売って歩くようなこ
とを想像するかもしれませんが、まったく違います。
　自分に誠意がないのに相手には誠意を求める。あるいは、たいして
相手のことを大切に思ってもいないのに、自分だけは愛してもらおう
といった姑息な処世術を提案しているわけではありません。
　本書で取り上げたコツやポイントは、まずは自分が誠実に努力をす
る、まずは自分が相手を大切にすることによって、結果として周囲か
らも愛されるようになるという性質のものです。愛されることを望む
前に、まずは愛される資格のある自分になるということこそが、最も
重要な「職員室のルール」なのです。
　本書が、人間関係のために、本来の教師力を発揮できないで悩んで
いる先生方のお役に立てれば望外の喜びです。

� サークルの大イベントを10日後に控えた早朝に。編者記す。

� 山田　洋一
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❶　職員室に居づらい

❷　同僚に頼み事をするとイヤそうな顔をされた

❸　打ち合わせしたことを無視する先生がいて困る

❹　学校に行きたくない

一つでも当てはまったあなた。

本当は力があるのに、人間関係でつまずいて

力を出し切れていないのかもしれません。

いま、こんな状態では
ありませんか？
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　　　　　❶　どんな先生との関係も良好になる！

　　　　　❷　やりたいことを任せてもらえる！

　　　　　❸　周囲の先生に助けてもらえる！

さっそく見てみましょう！

ルールの内容へGO!

職員室ルールがわかると…
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必ず知っておきたい！　若い教師のための職員室ルール＜目次＞

第1章
あなたの好印象をつくる！
職場の基本ルール

はじめに ………… 2

 1 朝の挨拶は2回する ………… 12

 2 率先して電話に出る ………… 14

 3 提出物には記名をする ………… 16

 4 プリントは、ひと言添えて配布する ………… 18

 5 両手で渡す、両手で受け取る ………… 20

 6 コピー機はリセットしておく ………… 22

 7 用事があるときは、聞き手のそばで話す ………… 24

 8 話し手を見て話を聞く ………… 26

 9 補欠の授業案は、早めに提出する ………… 28

 10 問題が起きたら、まずは学年団の先生に相談！ ………… 30

 11 特別支援学級の担任も学年団の一員 ………… 32

 12 行事の練習はチャイムが鳴ったら終わる ………… 34

 13 ゴミ箱のゴミは捨てる ………… 36

 14 プライベートな話題は、自分から話す ………… 38

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール① 「先に貯金しておく」 ………… 40

 1 朝の挨拶は2回する 

 2 率先して電話に出る 

 3 提出物には記名をする 

 4 プリントは、ひと言添えて配布する 

 5 両手で渡す、両手で受け取る 

 6 コピー機はリセットしておく 

 7 用事があるときは、聞き手のそばで話す 

 8 話し手を見て話を聞く 

 9 補欠の授業案は、早めに提出する 

 10 問題が起きたら、まずは学年団の先生に相談！ 

 11 特別支援学級の担任も学年団の一員 

 12 行事の練習はチャイムが鳴ったら終わる 

 13 ゴミ箱のゴミは捨てる 

 14 プライベートな話題は、自分から話す 

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール① 
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第2章
同僚との人間関係が
うまくいくルール

 1 他の学級の子を褒める ………… 42

 2 学級通信を交換する ………… 44

 3 子どものよさをメモで届ける ………… 46

 4 休暇・早退・遅刻は学年主任に必ず伝える ………… 48

 5 苦手な人にほど早く相談する ………… 50

 6 職種の違う職員との会話を意識的に増やす ………… 52

 7 専科の授業の様子を聞く ………… 54

 8 できないことは頼む ………… 56

 9 会議のコツ①　事前に話を通しておく ………… 58

 10 会議のコツ②　職員会議の司会は自分の授業だと思ってする ………… 60

 11 会議のコツ③　司会のときは名前を呼ぶ ………… 62

 12 レポートを配る ………… 64

 13 研究授業でのアドバイスは素直に受け入れる ………… 66

 14 休み時間に保健室を訪問する ………… 68

 15 放課後に教室を訪問する ………… 70

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール② 「挨拶は、バロメーター」 ………… 72

 1 他の学級の子を褒める 

 2 学級通信を交換する 

 3 子どものよさをメモで届ける 

 4 休暇・早退・遅刻は学年主任に必ず伝える 

 5 苦手な人にほど早く相談する 

 6 職種の違う職員との会話を意識的に増やす 

 7 専科の授業の様子を聞く 

 8 できないことは頼む 

 9 会議のコツ①　事前に話を通しておく 

 10 会議のコツ②　

 11 会議のコツ③　司会のときは名前を呼ぶ 

 12 レポートを配る 

 13 研究授業でのアドバイスは素直に受け入れる 

 14 休み時間に保健室を訪問する 

 15 放課後に教室を訪問する 

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール② 
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第3章 上司とうまくつきあうルール

 1 校長室には礼をして出入りする ………… 74

 2 日頃から気になる子を話題にあげておく ………… 76

 3 必ずメモで報告する ………… 78

 4 顔写真を用意して報告する ………… 80

 5 話すときは、「お時間○分だけよろしいですか？」 ………… 82

 6 トラブルが起きたら！①　まずは第一報を入れる ………… 84

 7 トラブルが起きたら！②　時系列で報告する ………… 86

 8 相談をするときは、自分の考えを述べる ………… 88

 9 保護者に来てもらうときは、概略を管理職に伝えておく ………… 90

 10 60日前に予定を示して連絡･調整をする ………… 92

 11 管理職には文書を先に配る ………… 94

 12 病休明けには必ず病状説明をする ………… 96

 13 全校朝会の話を取り入れる ………… 98

 14 学年懇親会などへの誘いを忘れない ………… 100

 15 管理職の得意分野を聞いてみる ………… 102

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール③ 「後を振り返る余裕を」 ………… 104

 1 校長室には礼をして出入りする 

 2 日頃から気になる子を話題にあげておく 

 3 必ずメモで報告する 

 4 顔写真を用意して報告する 

 5 話すときは、「お時間○分だけよろしいですか？」 

 6 トラブルが起きたら！①　まずは第一報を入れる 

 7 トラブルが起きたら！②　時系列で報告する 

 8 相談をするときは、自分の考えを述べる 

 9

 10 60日前に予定を示して連絡･調整をする 

 11 管理職には文書を先に配る 

 12 病休明けには必ず病状説明をする 

 13 全校朝会の話を取り入れる 

 14 学年懇親会などへの誘いを忘れない 

 15 管理職の得意分野を聞いてみる 

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール③ 
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第4章
よりよい人間関係にする！
会話力トレーニング

 1 オチからしゃべる ………… 106

 2 ネガティブな言葉をポジティブな言葉に ………… 108

 3 「五・七・五」で会話のトレーニング ………… 110

 4 聞き上手を目指す ………… 112

 5 依頼をするときはクッション言葉を ………… 114

 6 「○○先生はどうですか？」と話を振る ………… 116

 7 話題の引き出しを増やす ………… 118

 8 変化を見逃さない ………… 120

 9 今日は「何の日」か調べておく ………… 122

 10 自分から休日の話をする ………… 124

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール④ 「見た目からも判断される」 ………… 126

 1 オチからしゃべる 

 2 ネガティブな言葉をポジティブな言葉に 

 3 「五・七・五」で会話のトレーニング 

 4 聞き上手を目指す 

 5 依頼をするときはクッション言葉を 

 6 「○○先生はどうですか？」と話を振る 

 7 話題の引き出しを増やす 

 8 変化を見逃さない 

 9 今日は「何の日」か調べておく 

 10 自分から休日の話をする 

 COLUMN 小さいけれど大事な職員室のルール④ 
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◆ 朝の挨拶を振り返る

　朝の職員室を思い浮かべてみましょう。「おはようございます」と
いうあなたの挨拶にどんな反応があるでしょうか。あなたのほうを向
いて挨拶を返してくれる人・手元を見ながら返事をする人・そのまま
自分の仕事をしている人……と、さまざまですが、自分に顔を向けて
挨拶を返してくれるほうがきっとあなたは心地よく感じているはずです。
　あなた自身の挨拶も振り返ってみましょう。職員室にいる先生方の
顔も見ないで、うつむいたまま挨拶をするという形式的なものになっ
ていないでしょうか。朝から「さわやかな人」を印象づけましょう。

◆ 自分から明るく笑顔で挨拶をしよう

　挨拶の「挨」は「押す」、「拶」は「迫る」という意味があります。
ですから、「挨拶」で、自分から相手に近づくという意味になります。
相手に心を開き、人間関係を円滑にしようとする行為が挨拶です。
　まず自分から明るく・笑顔で挨拶をしましょう。子どもから明るく
笑顔で挨拶をされると、気持ちがいいものです。職員室では、自分が
みんなに元気を送る、そんな気持ちで挨拶をします。
　挨拶が返ってきたら、今度は笑顔で、挨拶を受けたというサインを
送ります。これが2回目の挨拶です。

第１章　あなたの好印象をつくる！　職場の基本ルール

朝の挨拶は2回する1



13

◆ 世辞をいう

「世辞」というと、相手に気にいられようと心にもないことをいうこ
と、すなわち「おせじ」が頭に浮かびます。
　しかし、「世辞」とは、本来「おはようございます」という挨拶の
後に、例えば「今日は天気がいいですね」と言葉をつけ加えることを
いいます。江戸時代の町人の子たちは、この世辞が子どものうちにい
えるように躾られたといいます。
　相手から挨拶が返ってきたら、「元気そうですね」「今日も1日よろ
しくお願いします」など、ひと言をつけ加えてみましょう。

ポイント！

（高橋正一）

◉挨拶が形式的になっていないかをチェック。
◉相手の挨拶を笑顔で受ける。
◉挨拶にひと言添える。
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◆ 相談すると視点が増える

　問題が起きたら、まずは学年団の先生方に相談します。事態を共有
することで、自分が知らない情報や今後起きそうな事態、対処法まで
教えてもらうことができます。学年団に相談することで、過去と未来
の両方の情報を収集できるというわけです。
　すぐに相談することは、周囲に依存しているように思うかもしれま
せんが、逆に周囲はなぜもっと早く知らせてくれなかったのかと思う
ものです。対応する前なら修正でき、対応した後では絶対に時間を戻
すことはできないのですから。

◆ 聞くことのできる限りのアドバイスを聞く

　学年団の先生方と相談するときは、文書をもって情報を共有します。
文書作成の余裕がない場合は、紙に要点を書きながら話を進めると、
焦点がずれません。また、決まった方向性やアドバイス等を書きこむ
ことで、建設的な話合いができます。
　このときに気を付けたいのが、アドバイスをすぐに否定しないとい
うことです。「それは考えました」「これまでにもやっています」と 
いってしまえばそこまで。その先にあったかもしれない有用な対策を
ストップさせてしまうことになりかねません。

第１章　あなたの好印象をつくる！　職場の基本ルール

問題が起きたら、
まずは学年団の先生に相談！

10



31

◆ 相談しやすい関係性を築く

　いざというときに相談しやすいように、日頃から、些細なことでも
報告し合える関係性を、学年団の中でつくっておくことが大切です。
　報告ですから、解決策を求めたり、指南を仰いだりするような内容
でなくてもよいのです。
　些細なけんかや、思わず笑ってしまったユニークな出来事、子ども
の成長などを聞いてもらうことも、お互いの心の距離を縮めます。ま
た、「係活動がうまくいかなくて…」などの悩みをオープンにするこ
とで、アドバイスをもらいやすい関係性を築くこともできます。

ポイント！

（宇野弘恵）

◉相談すると、いろいろな情報がもらえる。
◉一度は、否定せずにアドバイスを聞く。
◉日頃のオープンな会話こそが大切。


